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　日本鉄道は、東京～青森間の直結を目
指して第1区線から第5区線までを計画し
た。第1区線は東京～高崎間、第2区線は
大宮～白河間、第3区線は白河～仙台間、
第4区線は仙台～盛岡間、第5区線は盛岡
～青森間である。
　明治17（1884）年に第1区線の上野～高
崎が開業すると、第2区線の白河までの
建設を図ることとなった。その際、第1区
線と第2区線の分岐点の場所について意
見が分かれ、英国人技師ボイルは大宮を、

米国人技師クロフォードは岩槻を主張し
た。鉄道局長官の井上勝は２つの案につ
いて実地調査を行い、明治17年11月にボ
イルの案が採用された。
　そして大宮町長らの尽力によって、明
治18年3月16日に大宮駅が開業し、7月16
日には大宮～宇都宮間が開通した。こう
して、第2区線は瓦葺村を通過するよう
になり、現在の上尾市域に南関東と北関
東を結ぶ2つの主要な鉄道が通ることと
なった。

　

江
戸
か
ら
明
治
へ
と
時
代
が
変

わ
っ
た
当
初
、
明
治
政
府
は
前
時
代

に
整
備
さ
れ
た
宿
駅
制
度
を
踏
襲

し
た
。
し
か
し
、
宿
駅
の
財
政
が
悪

化
し
て
存
続
が
困
難
と
な
り
、
新
た

な
交
通
や
輸
送
の
手
段
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
明
治
５

（
１
８
７
２
）年
に
国
内
初
の
鉄
道

が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
、
新
橋

～
横
浜
間
で
開
通
し
た
。
鉄
道
開
通

は
、
暗
い
世
情
を
明
る
く
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
経
済
拡
大
の
媒
体
と

も
な
り
得
る
た
め
、
政
府
は
更
な
る

鉄
道
建
設
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、

財
政
状
況
は
徐
々
に
悪
化
し
、
私
有

鉄
道
の
建
設
を
奨
励
す
る
方
針
へ

変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
政
策
を
受
け
、
岩
倉
具
視
な
ど
が

中
心
と
な
り
、日
本
初
の
私
鉄
で
あ

る
日
本
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
。

　
日
本
鉄
道
は
、最
初
に
東
京
～
高

崎
間
の
鉄
路
を
計
画
し
た
。
生
糸
の

輸
出
が
国
の
政
策
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
上
州
が
主
要
な
産
出
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
際
、
英
国
人
技
師
ボ
イ
ル

は
、
新
橋
を
起
点
に
王
子
・
赤
羽
か

ら
大
宮
を
経
て
高
崎
に
至
る
路
線

案
を
示
し
た
。
こ
の
案
を
採
用
し
、

工
事
は
井
上
勝ま

さ
る

鉄
道
局
長
官
な
ど

が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京

か
ら
高
崎
を
経
て
前
橋
に
至
る
線

区
を
第
１
区
と
し
、
品
川
～
川
口
を

第
１
部
、
川
口
～
熊
谷
間
を
第
２

部
、
熊
谷
～
前
橋
間
を
第
３
部
と
３

区
間
に
分
け
て
着
工
す
る
こ
と
と
な

り
、
荒
川
の
舟
運
に
よ
る
資
材
運
搬

に
好
都
合
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

第
２
部
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
東
京
に
お
け
る
起
点
は
上

野
と
な
り
、
明
治
16（
１
８
８
３
）年

７
月
28
日
に
上
野
～
熊
谷
間
61
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
、
埼
玉
県

内
で
は
浦
和
・
上
尾
・
鴻
巣
・
熊
谷

の
４
駅
が
開
業
し
た
。
翌
年
５
月
１

日
に
は
、
上
野
～
高
崎
間
が
全
線
開

通
し
、埼
玉
県
内
に
は
新
た
に
深
谷・

本
庄
の
２
駅
が
開
設
さ
れ
た
。
さ
ら

に
明
治
18（
１
８
８
５
）年
３
月
１

日
、
品
川
ま
で
開
通
し
、
横
浜
か
ら

赤
羽
・
品
川
間
を
経
由
し
て
、群
馬
・

埼
玉
地
域
の
生
糸
を
中
心
と
し
た
物

資
の
輸
送
ル
ー
ト
が
開
通
し
た
。

　
上
尾
駅
は
、
中
山
道
か
ら
通
じ
る

道
が
な
か
っ
た
た
め
、
氷
川
鍬
神
社

境
内
の
一
部
が
献
納
さ
れ
た
。
こ
の

道
は
現
在
も
神
社
の
南
側
に
あ
る
。

ま
た
、
駅
舎
は
開
設
当
時
の
も
の
が

昭
和
10（
１
９
３
５
）年
ま
で
使
用

さ
れ
た（
写
真
1
）。

　

上
野
～
熊
谷
間
は
１
日
２
往
復

で
、
２
時
間
半
ほ
ど
か
か
っ
た
。
開

通
当
時
の
運
賃
は
、
上
尾
～
上
野
間

は
特
別
車
で
１
円
10
銭
、
上
等
で
68

銭
、下
等
で
34
銭
で
あ
っ
た
。

　

高
崎
線
の
開
通
と
上
尾
駅
の
開

業
は
、
駅
周
辺
に
工
業
化
を
も
た
ら

し
、
徐
々
に
人
口
が
増
加
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
高
崎
線
は
昭

和
31
年
に
電
化
し
、平
成
25
年
に
は

開
業
130
周
年
を
迎
え
た
。
現
在
、
上

尾
駅
は
１
日
約
４
万
人
が
利
用
す

る
主
要
な
交
通
拠
点
と
な
っ
て
い
る

（
写
真
2
）。（

上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

鉄
道
の
開
通
と
上
尾
駅
の
開
業

東北線の開業
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写真3　現在の東北本線（宇都宮線）

写真1　昭和前期の上尾停車場（駅）のホーム（絵葉書「上尾みやげ」から）写真2　現在の上尾駅


